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療

な
ど

江戸時代から明治時代にかけて、安来港は鋼の積

み出し港として栄え、多くの人々でにぎわった場所

でした。商業の発展は同時に多文化の流入・交流を

誘い、安来の町には自由な気風が生まれ、文化の発

展を大いに促し、文芸・美術文化をはぐくんでいき

ました。このような背景は多くの文化人の才能を開

花させる素地となったといえます。

明治２年、その活力みなぎる安来の町で彫刻家・

米原雲海は生まれました。幼少期から大工道具で遊

ぶなど細工好きで、その頃から緻密で正確な性分が

うかがえたといいます。雲海は明治２３年、彫刻家・

高村光雲を師事して上京するまでの２２年間を安来で

過ごし、その感性を磨きました。東京に居を移して

から５７歳で逝去するまで精力的に作品を掘り続け、

東京国立博物館の「ジェンナー像」、「竹取翁」など
れいめい

傑作を生み出し、日本彫刻界の黎明期に多大なる貢

献を果たしました。その間も故郷安来を忘れること

なく度々帰省し、多くの市民や友人と親交を深めて

います。

安来市では新市発足１０周年を記念して、全国から

雲海の作品を集めた「米原雲海展」を、９月１８日よ

り市内３つの会場で開催します。雲海は美術品が売

れなくなった時期も妥協することなく、自らの探究

心を突き詰めた芸術的作品を生み出していった、文

化の誉れ高い安来の気質の人でありました。この「米

原雲海展」を機会に市民のみなさんに郷土の偉人・

雲海についての理解を深めていただき、また親しみ

も持っていただけたら嬉しく思います。そして、独

創的な雲海の作品が若い人の感性を突き動かし、安

来から大きく羽ばたく第二の雲海が出現することを

期待しています。

「少年よ大志を抱け！」

「こどもみこし」
は っ ぴ

豆しぼりに赤い法被姿の子どもた

ち。「わっしょい、わっしょい」と

元気でかわいらしい声が、母里のま

ちに響き渡っていました。

・撮 影 日 ７月２５日

・撮影場所 伯太町母里

今月の表紙

安来の偉人・米原雲海
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入場
無料

※どなたでも聴講いただけますのでぜひご来場ください。ただし、席数に限りが

ありますので、ご了承ください。

■講師紹介 静岡県出身。1972 年 9月 1日生。明治学院大学法学部法律学科

卒業。戦場カメラマンとして、写真を通じて多くの人々に世界中の戦争の現状

を伝えている。イラク戦争、コロンビア内戦、パレスチナ紛争ほか、多くの国

で取材をしており、現在は、ウクライナで現地取材を行っている。また、テレ

ビやラジオでも活躍され、NHK Eテレ「テレビでアラビア語」などに出演中。

９月２０日㈯～１０月５日㈰（ただし、水曜日休館）

９時～１７時

和鋼博物館

１階エントランスホール・市民ギャラリー

「戦場からのメッセージ」

非核平和都市宣言の制定にあわせ、平和

意識の向上を図るため、「戦場カメラマン

渡部陽一写真展」を開催します。渡部氏

自らが世界の戦場に足を運んだ際、実際に目にした光景や日常がこの写真展

で公開されます。戦場に生きる子どもたちの思い、母の愛、家族の絆。世界

中のあちこちで起こっている悲しく厳しい戦争の現実に目を向け、写真 1枚

1枚に込められている様々なメッセージを、ぜひ皆さんの心で感じてみてく

ださい。

市の歌のＣＤを販売します
いと

市の歌「愛し ふるさと 安来」

のＣＤを９月から観光交流プラザ

などで販売します。（一枚５００円）

平成１６年１０月１日に、旧安来市・広瀬町・伯太町が合併して１０周年を迎えます。

市はこれを記念して、「新安来市発足 10 周年記念式典」を開催します。

・記念講演「世界からのメッセージ～平和と命の大切さ～」

・講 師：戦場カメラマン 渡部陽一氏

戦場カメラマン渡部陽一写真展

■■問問いい合合わわせせ 総総務務課課℡℡２２３３‐‐３３００１１５５

１５時３０分～１７時

・自治振興功労表彰
いと

・安来市の歌「愛しふるさと安来」制定と歌の披露

・市民憲章の制定

・非核平和都市宣言の制定 など

１３時３０分～１５時

１０月４日㈯

安来市民会館ホール

〈第 2部〉

同時開催！

戦戦場場カカメメララママンン

渡渡部部陽陽一一氏氏

〈第 1部〉

開催日

場 所

開催期間

時 間

場 所

タイトル
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米
原
雲
海
は
、
安
来
市

安
来
町
に
生
ま
れ
、
宮
大

工
修
業
の
後
、
上
京
し
高

村
光
雲
の
門
下
に
入
り
、

彫
刻
家
と
し
て
の
道
を
歩
み
始
め
ま

す
。
星
取
技
法
と
呼
ば
れ
る
比
例
コ

ン
パ
ス
の
木
彫
へ
の
応
用
な
ど
近
代

れ
い
め
い

日
本
彫
刻
界
の
黎
明
期
に
大
き
な

足
跡
を
残
し
た
人
物
で
す
。

星
取
技
法
を
用
い
た
「
ジ
ェ
ン
ナ
ー
像
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
や
高

村
光
雲
と
合
作
し
た
善
光
寺
仁
王
像
な
ど
多
く
の
作
品
を
残
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
古
典
に
題
材
を
求
め
た
「
竹
取
翁
」（
島
根
県
立
美
術
館
蔵
）
な
ど

が
代
表
作
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
展
覧
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
作
品
を
は
じ
め
と
す
る
雲
海
作
品
を
一

堂
に
集
め
、
弟
子
を
中
心
と
し
た
関
連
の
深
い
作
家
の
作
品
も
展
示
し
ま
す
。

郷
土
・
安
来
だ
か
ら
で
き
る
今
回
の
作
品
展
に
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■問い合わせ

文化課

℡２３‐３３１５

安安来来出出身身のの彫彫刻刻家家

（（１１８８６６９９～～１１９９２２５５））

米原雲海

９
月
１８
日
㈭
〜

１０
月
２０
日
㈪

会

期
新安来市発足１０周年記念事業

安
来
市
が
合
併
し
、
新
安
来
市
と
な
っ
て
１０
周
年
を
迎
え

ま
す
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、
郷
土
が
生
ん
だ
偉
大
な
彫
刻
家
・

米
原
雲
海
の
作
品
を
全
国
か
ら
集
め
「
米
原
雲
海
展
」
を
行

い
ま
す
。

三
つ
の
雲
海
展
を
三
つ
の
会
場
で
同
時
開
催
！

・『
米
原
雲
海
彫
刻
展
』

場
所

和
鋼
博
物
館

入
場
料

五
百
円

・『
米
原
雲
海
と
そ
の
系
譜
展
』

場
所

安
来
市
加
納
美
術
館

入
場
料

千
円

・『
現
代
彫
刻
家
展
』

場
所

安
来
市
観
光
交
流
プ
ラ
ザ

入
場
無
料

▼
「
善
那

木
型
」

東
京
藝
術
大
学
美
術
館
蔵

※
期
間
中
は
各
会
場
と
も
無
休
で
す
。
料
金
に
は
常
設
展
の
入
館
料

も
含
み
ま
す
。
前
売
り
券
、
セ
ッ
ト
券
、
団
体
割
引
な
ど
あ
り
ま
す

の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
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記
念
講
演
会
＆
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

講
演
会
「
米
原
雲
海
と
日
本
近
代
彫
刻
史
」

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
あ
な
た
も
彫
刻

家
〜
現
代
の
米
原
雲
海
を
探
せ
〜
」

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

ま
ち
歩
き
「
米
原
雲
海
の
足
跡

を
た
ず
ね
て
」

▲「月」
島根県立美術館蔵

▲「竹取翁」
島根県立美術館蔵

こ
の
展
覧
会
に
併
せ
て
、
講
演
会
等
の
関
連
行
事
も
予
定
し
て

い
ま
す
。
併
せ
て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時

９
月
２３
日
㈫
㈷

場
所

安
来
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

・
記
念
講
演

１３
時
３０
分
〜

演
題
「
地
域
文
化
の
活
性
化
と
造
形
の
役
割
」

講
師

澄
川
喜
一
氏

各
会
場
で
学
芸
員
に
よ
る
作
品
解

説
、
雲
海
作
品
の
魅
力
に
迫
り
ま
す
。

会
期

９
月
２７
日
㈯
・
１０
月
１２
日
㈰

場
所
・
時
間

和
鋼
博
物
館
・
１０
時

〜
、
加
納
美
術
館
・
１３
時
３０
分
〜

※
各
会
場
に
入
館
料
が
別
途
必
要
で
す
。

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い

実
際
に
彫
刻
体
験
が
で
き
ま
す
。

日
時

９
月
２１
日
㈰
１０
時
〜
１６
時

会
場

和
鋼
博
物
館

講
師

清
水
洋
一
氏
（
彫
刻
家
）

参
加
費

１
０
０
０
円
（
材
料
費
）

定
員

先
着
２０
人

そ
の
他

▽
作
業
が
で
き
る
服
装

で
参
加
く
だ
さ
い

▽
昼
食
は
各
自

▽
文
化
課
ま
で
要
申
込
。

■
講
師
略
歴

島
根
県
鹿
足
郡
六
日
市
町
出
身
。
元
東
京
藝
術

大
学
学
長
。
現
在
は
島
根
県
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー

長
・
石
見
美
術
館
館
長
を
務
め
る
。

２
０
０
６
年
に
は
、
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
デ
ザ

イ
ン
監
修
者
に
就
任
し
、
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
建
設

に
関
わ
る
。

・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

１５
時
〜

「
郷
土
の
先
輩
彫
刻
家
・
米
原
雲
海
を
語
る
」

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
…
左
近
充
直
美
氏

（
島
根
県
立
石
見
美
術
館
専
門
学
芸
員
）

会
場
の
移
動
は
、
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
を
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

和
鋼
博
物
館
と
加
納
美
術
館
を
結

ぶ
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

運
行
日

会
期
中
の
日
曜
日
・
祝
日

出
発
時
間

和
鋼
博
物
館
発

（
１１
時
・
１２
時
・
１３
時
・
１４
時
）

加
納
美
術
館
発
（
１１
時
３０

分
・
12
時
３０
分
・
１３
時
３０

分
、
１４
時
３０
分
）

日
時

１０
月
５
日
㈰
１３
時
３０
分
〜

場
所

和
鋼
博
物
館
映
像
ホ
ー
ル

講
師

大
熊
敏
之
氏
（
富
山
大
学
教
授
、

開
運
！
な
ん
で
も
鑑
定
団
鑑
定
士
）

※
入
場
に
は
整
理
券
が
必
要
で
す
。

文
化
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

幼
少
期
に
過
ご
し
た
安
来
の
ま

ち
や
松
源
寺
仁
王
像
な
ど
、
雲
海

ゆ
か
り
の
地
を
巡
り
ま
す
。

日
時

１０
月
１３
㈪
㈷
１１
時
〜

参
加
費

１
０
０
０
円
（
昼
食
代
）

定
員

先
着
２０
人

そ
の
他

文
化
課
ま
で
要
申
込
。
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安来市は民間事業者の路線バス撤退を受け、平成 12 年か

ら旧安来市・旧広瀬町・旧伯太町の１市２町で広域生活バス

（イエローバス）の運行を始め、住民の生活を支える移動手

段としてサービスの提供を行ってきました。しかし、近年、

利用者の減少、高齢化の進行、生活様式の多様化などにより

公共交通を取り巻く環境は変化しており、従来の形態ではき

め細やかな対応が困難な状況になっていました。

このため、市民が安心して生活できる持続可能な公共交通

体系の構築を目的とし、市の公共交通の基本方針を定めた安

来市地域公共交通連携計画を策定しましたので、その概要に

ついてお知らせします。

基本目標１．生活を支える公共交通

●乗り継ぎの保証と環境整備

・遅延時のバス待ちルール作りを検討します。

●通学利用路線におけるダイヤを改善します

・運行経路の便数の拡大を検討します。

地地域域公公共共交交通通連連携携計計画画をを策策定定ししままししたた
（（計計画画期期間間：：平平成成２２６６年年度度～～平平成成３３００年年度度））

計画では「市民がいきいき安心して暮らせる公共交通」を基本理念として、これを実現する

ために３つの基本目標を定めています。

イエローバスに代わる新たな移動手段の例

■デマンド型（予約型）乗合タクシー

セダン型やワゴン型の車両を使用して、電話

などで事前予約を受け、運行する乗合型の公共交通。

■過疎地有償運送

ＮＰＯ（特定非営利活動法人）や社会福祉法

人などが、地域で事前に会員登録した住民など

を対象に提供する運行サービス。

■自治会輸送

自治会が市から無償貸与を受けた車を使用し

て行う輸送活動。

■タクシー助成

一定の条件を満たした対象者に対し、タク

シー料金の一部を助成する制度。

今月号から安来市の公共交通についてシリーズでお伝えします。通勤・通学・通院・
買い物など私たちの生活に欠かすことのできない公共交通を、市民の皆さんとともに考
えていきます。今回は地域公共交通連携計画についてお知らせします。

シシリリーーズズ 安安来来のの公公共共交交通通がが変変わわりりまますす①①

計画の概要

●各地域のニーズにあった交通体系の再編を行

い、効率的で利用しやすいサービスを目指します

公共交通をまちづくりの重要な要素、社会基盤

のひとつとしてとらえ、通院や買い物、通勤・通

学など「日常生活」を支える公共交通を目指します。

▽安来中海沿岸地域

・広瀬＝荒島線、買い物バスはルートの見直し

を検討します。

・ＪＲや松江＝米子間を運行する民間バス事業

者との連携の強化に努めます。

▽安来内陸地域

・広瀬＝米子線と観光ループを見直し、路線の

統合を検討します。

・JRや松江＝米子間を運行する民間バス事業

者との連携の強化に努めます。

▽広瀬・伯太地域

・イエローバスの運行ルートを集約して、新た

な移動手段を構築し自宅近くから移動しやす

い新たなサービスを検討します。

・具体的な運行については地域住民や事業者と

の協働により検討します。

●問い合わせ

市民参画課 ℡２３‐３０６９
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基本目標２．みんなで支える公共交通

例）交通事業者、学校・商業施設・医療機関・

観光施設関係者、行政関係者などによるワーキ

ンググループの開催など。

・地域内の移動を担う交通について、地域住民

と協働で運行計画を策定します。

・持続可能な公共交通を目指し、サービス内容

に見合った適切な運賃体系を検討します。

・バス停清掃、バスサポーターの募集などバス

の利用以外の参加手法を検討します。

・新たな利用者の開拓として、モビリティ・マ

ネジメント（自発的に公共交通をかしこく使う

方向へ促すこと）を展開します。

例）小学校出前授業、公共交通冊子配布など

持続可能でより快適な公共交通の実現に向け

て、市民や交通事業者、関連施設、行政が一丸と

なった公共交通を支える仕組み・社会を構築します。

イエローバス見直しに向けた

「社会実験」を行います

１０
月
・
１１
月
は
バ
ス
運
行
が
一
部
変
わ
り
ま
す

これらを目標に掲げ、地域の実情に応じた新しい公共交通体系を市民の皆さんと

ともに構築していきます。（詳細は安来市のホームページまたは、各交流センター

でご覧いただけます。）

●関係主体の連携

●地域が支える公共交通

地
域
公
共
交
通
連
携
計
画
に
掲
げ
る
「
地
域
活
性
化
に
資

す
る
公
共
交
通
」
を
実
現
す
る
た
め
、
市
街
地
内
で
の
回
遊

環
境
の
向
上
や
、
効
率
的
な
新
規
ル
ー
ト
開
発
を
目
指
し

て
、
１０
月
１
日
か
ら
１１
月
３０
日
ま
で
社
会
実
験
の
た
め
の
バ

ス
を
運
行
し
ま
す
。

社
会
実
験
期
間
に
変
更
と
な
る
路
線

●
新
た
に
運
行
す
る
路
線

・「
市
街
地
循
環
バ
ス
」

●
休
止
す
る
路
線

・「
安
来＝

清
水
線
」

※
既
存
路
線
「
安
来＝
吉
田
線
」
で
補
完
し
ま
す

●
運
行
を
変
更
す
る
路
線

・「
広
瀬＝

荒
島
線
」
の
延
長

※
土
日
の
一
部
ダ
イ
ヤ
の
み

・「
買
い
物
バ
ス
」
を
市
街
地
循
環
バ
ス
運
行
に
伴
い
縮
小

社会実験を行う背景

・市街地では回遊を促進するサービスが不足

・市街地周辺団地への乗り入れが不十分

・安来市街地や松江・米子方面への移動がしにくい

・安来＝清水線は利用が極めて少ない

※社会実験の詳細は、広報やすぎ 10月号で

お知らせします。

基本目標３．地域が元気になる公共交通

・市街地移動を促進するため、新たな循環バス

を検討します。

・高齢者が買い物や行楽など外出する機会が増

えるようなサービスを検討します。

・公共交通を利用した新たな観光振興策を検討

します。

例）タクシードライバー向けの観光情報に関す

るマニュアルの作成

利便性の高い公共交通を提供することにより、

外出の機会の増加や健康増進など、市民一人一人

が元気になる公共交通を目指します。さらに公共

交通の利便性の向上で移動性により誘発されるこ

とで、地域経済が活性化されるとともに環境にや

さしい社会を目指します。

●地域活性化に資する公共交通

●観光資源をつなぐ公共交通
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今
、日
本
人
の
２
人
に
１
人
は「
が

ん
」
に
か
か
り
、
ま
た
、
日
本
人
の

３
人
に
１
人
は
「
が
ん
」
で
命
を
落

と
し
て
い
ま
す
。
島
根
県
に
お
い
て

も
死
因
の
第
１
位
は「
が
ん
」で
す
。

が
ん
の
中
で
も
「
大
腸
が
ん
」
に

か
か
る
人
が
こ
の
３０
年
で
約
６
倍
に

増
え
、
全
国
で
毎
年
約
１０
万
人
が
新

た
に
大
腸
が
ん
に
な
っ
て
い
ま
す
。

大
腸
は
筒
状
の
臓
器
で
、
い
く
つ

か
の
層
が
重
な
っ
て
お
り
、
最
も
内

側
を
お
お
う
粘
膜
か
ら
発
生
す
る
病

気
が
「
大
腸
が
ん
」
で
す
。

大
腸
が
ん
は
、
男
女
と
も
４０
歳
代

か
ら
か
か
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま

す
。
男
性
に
多
く
見
ら
れ
ま
す
が
、

２
０
０
３
年
以
降
は
女
性
の
が
ん
死

因
の
第
１
位
で
あ
り
、
乳
が
ん
や
子

け
い

宮
頸
が
ん
と
並
び
、
女
性
に
と
っ
て

も
危
険
性
が
高
い
が
ん
で
す
。

早
期
の
大
腸
が
ん
は
９
割
以
上
が

完
治
し
ま
す
が
、
自
覚
症
状
が
な
い

こ
と
が
多
く
、
症
状
を
自
覚
す
る
こ

ろ
に
は
、
病
状
が
進
行
し
て
治
療
が

難
し
く
な
り
ま
す
。
が
ん
検
診
な
ど

で
発
見
さ
れ
る
約
８
割
は
早
期
が
ん

で
す
。
が
ん
の
早
期
発
見
・
早
期
治

療
の
た
め
、
毎
年
定
期
的
な
が
ん
検

診
を
受
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

便
潜
血
検
査
（
検
便
）
で
、
便
の

中
の
血
液
の
有
無
を
調
べ
ま
す
。
目

に
は
見
え
な
い
微
量
な
血
液
も
調
べ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
大
腸
が
ん
や

ポ
リ
ー
プ
な
ど
が
あ
る
と
、
便
の
中

に
血
液
が
混
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
便
の
採
取
が
自
宅
で
で
き
、
検

査
前
の
食
事
制
限
も
な
い
簡
単
な
検

査
で
、
通
常
、
二
日
間
に
分
け
て
便

を
検
査
容
器
に
採
取
し
提
出
し
ま
す
。

市
で
は
、
交
流
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

検
診
車
に
よ
り
受
け
る
「
集
団
検

診
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

対
象
…
４０
歳
以
上
の
人
（
年
１
回
）

料
金
…
５
０
０
円

検
査
内
容
…
便
潜
血
検
査

※
検
査
容
器
に
便
を
採
取
の
上
、
提

出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
郵
送
方
式
に
よ
る
検
診
（
検
体
を

検
査
機
関
に
郵
送
す
る
方
法
で
す
）

料
金
…
５
０
０
円

申
込
方
法
…
次
の
会
場
で
検
査
容
器

を
お
渡
し
し
ま
す
。

日
時
…
平
成
２７
年
１
月
６
日
㈫
〜
１

月
１６
日
㈮
８
時
３０
分
〜
１７
時

場
所
…
広
瀬
保
健
セ
ン
タ
ー

※
１
月
７
日
㈬
１３
時
３０
分
〜
１７
時

（
安
来
中
央
交
流
セ
ン
タ
ー
）、
１

月
８
日
㈭
１４
時
〜
１７
時（
伯
太
庁
舎
）

で
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

市
で
は
、「
集
団
検
診
」
の
ほ
か
、
個
人
が
医
療
機

関
で
個
別
に
受
け
る
「
個
別
検
診
」（
子
宮
頸
が
ん
検

診
と
乳
が
ん
検
診
の
み
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
予
約

集
団
検
診
を
受
け
る
に
は
、
事
前
予
約
が
必
要
な
場

合
が
あ
り
ま
す
。
受
診
を
希
望
す
る
人
は
、
広
報
や
す

ぎ
６
月
号
（
５
月
２０
日
発
行
）
に
あ
わ
せ
て
お
配
り
し

た
「
安
来
市
保
健
予
防
事
業
の
お
知
ら
せ
」
ま
た
は
、

安
来
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
予
約
方
法
な
ど
を
必
ず
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。
検
査
容
器
を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、

予
約
会
場
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
検
診
結
果

検
診
を
受
け
て
か
ら
１
カ
月
半
後
ま
で
に
送
付
し
ま
す
。

集

団

検

診

が
ん
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う
■問い合わせ

いきいき健康課

℡２３‐３２２０

安
来
市
が
実
施
し
て
い
る
大
腸

が
ん
検
診

大
腸
が
ん
検
査
方
法

・

・

・

・

増
え
て
い
ま
す
、
大
腸
が
ん

検
診
は
定
期
的
に

安
来
市
が
実
施
し
て
い
る
各
種
が
ん
検
診
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安
来
市
で
行
っ
て
い
る
集
団
が
ん

検
診
で
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
検
診

は
次
の
と
お
り
で
す

。

対
象
…
４０
歳
以
上
の
人
（
年
１
回
）

料
金
…
１
３
０
０
円

検
査
内
容
…
胃
部
エ
ッ
ク
ス
線
検
査

胃
を
膨
ら
ま
せ
る
発
泡
剤
を
飲
ん

だ
後
に
バ
リ
ウ
ム
（
造
影
剤
）
を
飲

み
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
胃
の
内

部
を
エ
ッ
ク
ス
線
で
撮
影
し
ま
す
。

対
象
…
４０
歳
以
上
の
人
（
年
１
回
）

料
金
…
４
０
０
円

検
査
内
容
…
胸
部
エ
ッ
ク
ス
線
検
査

肺
全
体
を
エ
ッ
ク
ス
線
で
撮
影
し
ま
す
。

対
象
…
２０
歳
以
上
の
人
（
た
だ
し
、

平
成
２４
・
２５
年
度
の
受
診
結
果
に
よ

り
異
な
り
ま
す
）

検
査
内
容
…
細
胞
診
検
査
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ

検
査
（
希
望
者
の
み
）

○
細
胞
診
検
査

料
金
…
１
２
０
０
円

子
宮
の
入
り
口
の
細
胞
を
ブ
ラ
シ

等
で
軽
く
擦
り
と
り
、
採
取
し
た
細

胞
に
異
常
が
な
い
か
顕
微
鏡
で
調
べ

ま
す
。

○
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
（
細
胞
診
検
査
と
同

時
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）

料
金
…
１
０
０
０
円

子
宮
頸
が
ん
の
主
要
原
因
と
い
わ

れ
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ
（
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ

イ
ル
ス
）の
感
染
の
有
無
を
調
べ
ま
す
。

対
象
…
４０
歳
以
上
の
人
（
前
年
度
に

乳
が
ん
検
診
を
受
け
た
人
を
除
く
）

料
金
…
２
０
０
０
円

検
査
内
容
…
問
診
、
視
触
診
、
マ
ン

モ
グ
ラ
フ
ィ

視
触
診
の
後
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

（
乳
房
専
用
エ
ッ
ク
ス
線
撮
影
装

置
）
で
乳
房
を
撮
影
し
ま
す
。

各
検
診
は
、
５
月
末
に
対
象
者
へ

送
付
し
た
受
診
券
に
よ
り
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
直
接
、
医
療
機
関

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

子
宮
頸
が
ん
検
診
・
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査

対
象
…
２０
歳
以
上
の
人
。（
６
月
以

降
に
転
入
し
た
人
、
４２
歳
以
上
で
受

診
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
い
き
い
き

健
康
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）

検
査
内
容
…
集
団
検
診
と
同
じ

実
施
医
療
機
関
…
吉
岡
医
院
、
野
坂

医
院
、
安
来
市
立
病
院

料
金
…
細
胞
診
検
査
１
８
０
０
円
、

Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
１
０
０
０
円

乳
が
ん
検
診

対
象
…
４０
歳
以
上
の
人
で
、
前
年
度

乳
が
ん
検
診
を
受
け
て
い
な
い
人
。

（
６
月
以
降
に
転
入
し
た
人
、
８０
歳

以
上
で
受
診
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、

い
き
い
き
健
康
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）

検
査
内
容
…
集
団
検
診
と
同
じ

実
施
医
療
機
関
…
安
来
第
一
病
院
、

安
来
市
立
病
院

料
金
…
２
０
０
０
円

※
検
診
時
間
は
医
療
機
関
で
異
な
り

ま
す
。
ま
た
、
一
部
の
医
療
機
関
で

時
間
外
や
土
曜
日
の
検
診
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
い
き
い
き

健
康
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

個

別

検

診

日

程

会

場

９
月
９
日
㈫

山
佐
交
流
セ
ン
タ
ー

広
瀬
保
健
セ
ン
タ
ー

９
月
１０
日
㈬

広
瀬
保
健
セ
ン
タ
ー

９
月
１１
日
㈭

安
来
市
民
会
館

９
月
１６
日
㈫

９
月
２１
日
㈰

広
瀬
保
健
セ
ン
タ
ー

１０
月
１１
日
㈯

ウ
ェ
ル
ネ
ス
安
来
店

１１
月
１６
日
㈰

安
来
市
民
会
館

１１
月
１７
日
㈪

島
田
交
流
セ
ン
タ
ー

１１
月
１８
日
㈫

荒
島
交
流
セ
ン
タ
ー

１１
月
１９
日
㈬

１１
月
２１
日
㈮

飯
梨
交
流
セ
ン
タ
ー

１２
月
２
日
㈫

安
来
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー

１２
月
４
日
㈭

宇
賀
荘
交
流
セ
ン
タ
ー

１２
月
５
日
㈮

能
義
交
流
セ
ン
タ
ー

１２
月
８
日
㈪

大
塚
交
流
セ
ン
タ
ー

子
宮
頸
が
ん
検
診
・
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査

乳
が
ん
検
診

平
成
２６
年
度
の
集
団
が
ん
検
診

（
９
月
以
降
の
日
程
）

４０歳になったら「胃・大腸・肺・乳がん検診」。 子宮頸がん検診は２０歳から。

胃
が
ん
検
診

肺
が
ん
検
診

※
山
佐
、
島
田
、
能
義
、

大
塚
会
場
は
、
事
前
予
約

は
不
要
で
す
。
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安
来
町
の
９
号
線
沿
い
に
構
え
る

料
亭
・
山
常
楼
が
国
の
文
化
審
議
会

に
お
い
て
国
登
録
有
形
文
化
財
（
建

築
物
）
に
登
録
す
る
よ
う
に
文
部
科

学
大
臣
に
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

山
常
楼
は
鋼
の
積
み
出
し
港
と
し

て
栄
え
た
安
来
港
の
近
く
に
位
置

し
、
粋
を
凝
ら
し
た
意
匠
や
間
取
り

ぜ
い

な
ど
客
を
も
て
な
す
た
め
贅
を
尽
く

し
た
建
造
物
で
あ
り
、
往
時
の
港
町

の
歴
史
を
物
語
る
安
来
を
代
表
す
る

料
亭
建
築
と
し
て
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
答
申
さ
れ
た
の
は
木
造
２
階

建
て
の
主
屋
と
土
蔵
造
り
２
階
建
て

土
蔵
の
２
つ
の
建
物
。
昭
和
９
年
頃

に
建
築
さ
れ
た
主
屋
は
、
２
階
に
高

さ
３
・
７５
㍍
広
さ
７７
畳
の
料
亭
の
顔

と
も
い
え
る
大
広
間
を
設
け
、
１
階

に
は
４
部
屋
の
小
座
敷
を
配
し
て
床

の
間
や
天
井
な
ど
に
工
夫
を
凝
ら
し

そ
れ
ぞ
れ
の
座
敷
に
特
徴
を
出
し
た

造
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
大
正
時
代

に
建
設
さ
れ
た
土
蔵
は
、
外
観
を

し
っ
く
い
で
塗
り
固
め
る
な
ど
高
い

左
官
技
術
が
随
所
に
伺
え
ま
す
。

女
将
の
渡
部
恵
子
さ
ん
は
、「
安

来
の
人
に
愛
さ
れ
て
き
た
。
今
後
も

多
く
の
人
に
気
軽
に
足
を
運
ん
で
ほ

し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

７
月
１５
日
、
安
来
市
は
島

根
県
民
会
館
な
ど
を
運
営
す

る
し
ま
ね
文
化
振
興
財
団
と

文
化
芸
術
に
関
す
る
業
務
協

力
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

こ
れ
は
平
成
２９
年
に
切
川
地
区
に

建
て
替
え
予
定
の
新
市
民
会
館
（
仮

称
）
の
開
館
を
前
に
管
理
運
営
ノ
ウ

ハ
ウ
や
照
明
・
音
響
技
術
の
習
得
、

ホ
ー
ル
運
営
の
人
材
育
成
な
ど
施
設

に
関
わ
る
こ
と
全
般
を
財
団
が
サ

ポ
ー
ト
す
る
も
の
。

ま
た
、
文
化
事
業
の
共
同
開
催
や

各
種
事
業
等
の
情
報
共
有
な
ど
業
務

の
協
力
を
行
い
、
地
域
の
文
化
芸
術

の
振
興
お
よ
び
発
展
を
図
り
ま
す
。

安
来
市
、
一
般
社
団
法
人
島
根
県

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
、
島
根
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

協
会
安
来
支
部
３
者
は
７
月
１１
日
、

災
害
時
に
お
け
る
緊
急
用
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

供
給
の
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
地
震
、
風
水
害
な
ど

の
災
害
時
に
、
市
民
生
活
の
早
期
安

全
確
保
を
図
る
た
め
、
相
互
が
協
力

し
て
避
難
所
な
ど
で
使
用
す
る
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
や
コ
ン
ロ
な
ど
の
必
要
資
機
材

の
調
達
、
運
送
を
行
い
ま
す
。

島
根
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
・
森
山
健

一
会
長
は
「
災
害
に
備
え
、
お
役
に

立
ち
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

山山常常楼楼（（安安来来町町））国国登登録録有有形形文文化化財財にに

文文化化審審議議会会がが答答申申

新新市市民民会会館館（（仮仮称称））でで協協力力

ししままねね文文化化振振興興財財団団とと連連携携

市市政政トトピピッッククスス
最近の主な動きを

お伝えします

▼

握
手
を
交
わ
す
今
井
康
雄
専
務

理
事
（
右
）
と
近
藤
市
長
。

▼

国
登
録
有
形
文
化
財
に

答
申
さ
れ
た
山
常
楼

災災害害時時ににＬＬＰＰガガススをを供供給給
三三者者でで協協定定

▲２階の大広間。
高い天井と広さ７７
畳が圧巻のスケー
ルを誇る

▼しっくいで塗り
固められた土蔵

▼

協
定
を
結
ん
だ（
左
か
ら
）島
根
県
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
協
会
森
山
会
長
、
近
藤
市
長
、

蔵
本
章
雅
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
安
来
支
部
長

１０１０



そ
の
時
は
突
然
に

事
故
や
病
気
に
よ
っ
て
心

臓
が
止
ま
る
、
呼
吸
が
な
い

な
ど
、
人
の
命
に
か
か
わ
る

よ
う
な
場
合
は
、
緊
急
に
手

当
て
（
救
命
処
置
）
が
必
要

で
す
。
救
急
車
は
到
着
す
る

ま
で
に
約
８
分(

全
国
平
均)

の
時
間
を
要
し
、
そ
の
間
、

居
合
わ
せ
た
人
が
救
命
処
置

を
行
う
こ
と
で
、
助
か
る
可

能
性
が
倍
以
上
に
な
る
こ
と

が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

事
態
は
突
然
や
っ
て
来
ま

す
。
そ
の
た
め
に
も
、
普
段

か
ら
正
し
い
救
命
処
置
の
技

術
や
知
識
を
身
に
つ
け
て
お

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

救
命
の
リ
レ
ー

突
然
、
心
臓
や
呼
吸
が
止

ま
っ
た
人
を
助
け
る
た
め

に
、
現
場
に
居
合
わ
せ
た
皆

さ
ん
が
救
命
処
置
を
始
め

て
、
到
着
し
た
救
急
隊
に
バ

ト
ン
を
引
き
継
ぎ
、
救
急
隊

は
救
命
処
置
を
し
な
が
ら
病

院
へ
搬
送
し
医
師
に
バ
ト
ン

を
渡
す
。
こ
の
命
の
バ
ト
ン

を
途
切
れ
る
こ
と
な
く
つ
な

ぐ
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
ば
に
居
合
わ
せ
た
人

が
、
何
か
一
つ
で
も
行
動
に

移
し
、
救
命
の
第
一
走
者
と

し
て
リ
レ
ー
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
の

勇
気
が
命
を
救
い
ま
す
。

救
命
講
習
を
受
け
ま
し
ょ
う

警
防
課
で
は
心
肺
蘇
生
や

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細

動
器
）
の
使
い
方
な
ど
を
習

得
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
市

民
の
皆
さ
ん
や
団
体
な
ど
を

対
象
に
救
命
講
習
を
行
っ
て

い
ま
す
。
救
命
処
置
は
、
正

し
い
知
識
と
適
切
な
処
置
の

仕
方
さ
え
知
っ
て
い
れ
ば
、

誰
で
も
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
大
切
な
人
、
家
族
、
命

を
守
る
た
め
、
講
習
を
受
講

し
ま
し
ょ
う
。
救
命
講
習
は

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で

備
え
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
貸
出
し
も

行
っ
て
い
ま
す
。

●
ガ
ソ
リ
ン
の
性
質

・
ガ
ソ
リ
ン
は
気
温
マ
イ
ナ

ス
４０
度
で
も
気
化
し
ま
す
。

常
温
で
可
燃
性
の
蒸
気
を
発

生
し
や
す
い
性
質
で
す
。

・
ガ
ソ
リ
ン
の
蒸
気
は
、
空

気
よ
り
重
い
た
め
、
広
範
囲

に
滞
留
し
、思
わ
ぬ
火
源（
ラ

イ
タ
ー
等
の
火
、
静
電
気
、

衝
撃
等
の
火
花
）
に
よ
っ
て

引
火
す
る
危
険
が
あ
り
ま

す
。

●
ガ
ソ
リ
ン
の
保
管

灯
油
用
ポ
リ
容
器
に
ガ
ソ

リ
ン
を
入
れ
る
こ
と
は
、
非

常
に
危
険
な
た
め
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。
ガ
ソ
リ
ン
を
運

搬
・
貯
蔵
す
る
容
器
は
、
安

全
ラ
ベ
ル
の
あ
る
安
心
で
き

る
も
の
を
選

び
ま
し
ょ
う
。

●
携
行
缶
の
注
意
事
項

・
直
射
日
光
の
当
た
る
場
所

や
、
高
温
の
場
所
で
保
管
を

し
な
い
こ
と
。

缶
内
の
圧
力
が
上
昇
し
て

ガ
ソ
リ
ン
が
噴
出
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

・
使
用
の
際
に
は
周
囲
の
安

全
確
認
と
エ
ン
ジ
ン
停
止
を

徹
底
す
る
こ
と

・
ふ
た
開
封
時
に
は
必
ず
エ

ア
抜
き
を
し
て
容
器
の
圧
力

を
下
げ
る
こ
と
。

可
燃
性
蒸
気
が
噴
き
出
す

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ガ
ソ
リ
ン
携
行
缶

のの
使使
いい
方方

ガ
ソ
リ
ン
を
保
管
・
貯
蔵
す
る
容
器
（
携

行
缶
）
は
、
消
防
法
令
に
適
合
し
た
金
属
製

容
器
（
ガ
ソ
リ
ン
携
行
缶
）
で
行
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
ガ
ソ
リ
ン
の
性
質
や
携
行

缶
の
使
い
方
を
確
認
し
て
安
全
に
取
り
扱
い

ま
し
ょ
う
。

ガソリン携行缶

●問い合わせ

警防課 ℡２３‐３４０９

９月月９日日は
救救急急のの日日です

～突然目の前の人がケガをする、倒れる、

その時あなたは何ができますか～

▲救命講習で学ぶ参加者

▲調整ネジで
必ずエアを抜
きましょう

安全ラベル

●
問
い
合
わ
せ

予
防
課

℡
２３‐

３
４
２
３
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・
社
会
全
体
で
費
用
負
担
を

し
て
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長

を
み
ん
な
で
支
え
る
社
会
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
こ
の
新
制
度
の
実

施
の
た
め
、
消
費
税
引
き
上
げ
に

と
も
な
う
増
収
分
が
充
て
ら
れ
る

予
定
で
す
。

子子どどもも・・子子育育てて支支援援新新制制度度がスタートします

平
成
２７
年
４
月
か
ら
新
制
度
に

新
制
度
の
主
な
ポ
イ
ン
ト

ＰＰＯＯＩＩＮＮＴＴ..１１

質
の
高
い
幼
児
教
育
・
保
育
を
一

体
的
に
提
供
し
ま
す

！！

平
成
２４
年
８
月
、
子
育
て
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

を
解
決
す
る
た
め
に
、「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
」
が

国
会
で
成
立
し
ま
し
た
。
こ
の
法
律
に
基
づ
い
て
子
ど
も

の
教
育
・
保
育
、
子
育
て
支
援
を
総
合
的
に
す
す
め
る
新

し
い
仕
組
み
が
始
ま
り
ま
す
。

子ども一人ひとりが健やかに成長することができる社会を目指して

新
制
度
の
財
源

・
幼
稚
園
と
保
育
所
の
機
能
を
あ
わ

せ
持
つ
「
認
定
こ
ど
も
園
」
制
度
の

普
及
を
目
指
し
ま
す
。

平成 25年度に
開園した認定こ
ども園荒島の子
どもたち

ＰＰＯＯＩＩＮＮＴＴ..２２

ＰＰＯＯＩＩＮＮＴＴ..３３

保
育
の
量
的
拡
大
・
確
保
、
教
育
・

保
育
の
質
の
向
上

地
域
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の

充
実

・
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
保
育

所
や
認
定
こ
ど
も
園
な
ど
を
組
み
合

わ
せ
、
地
域
の
教
育
・
保
育
体
制
を

計
画
的
に
整
備
し
ま
す
。

・
教
育
、
保
育
の
「
質
」
を
確
保
す

る
た
め
、
幼
稚
園
教
諭
や
保
育
士
の

人
材
確
保
、
処
遇
改
善
を
図
り
ま
す
。

・
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、「
地
域

子
育
て
支
援
拠
点
」「
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
」「
一
時
預
か
り
」「
延
長
保

育
」
な
ど
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

■問い合わせ

子ども未来課

℡２３‐３２１３
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既
存
の
「
幼
稚
園
」

や
「
保
育
所
」
は
、
そ

の
ま
ま
「
幼
稚
園
」
や

「
保
育
所
」
と
し
て
運

営
さ
れ
続
け
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
幼

稚
園
と
保
育
所
の
機
能
を
併
せ
持
つ

「
認
定
こ
ど
も
園
」
へ
移
行
す
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
現
在
、
各
保
育
施

設
に
つ
い
て
検
討
中
で
す
が
、
地
域

の
実
情
を
踏
ま
え
、
公
立
で
あ
れ
ば

市
が
、
私
立
で
あ
れ
ば
社
会
福
祉
法

人
な
ど
各
運
営
主
体
が
、
運
営
方
針

を
決
定
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

利
用
料
金
は
、
所
得
に
応
じ
た
負

担
（
応
能
負
担
）
を
基
本
と
し
て
、

国
が
定
め
る
水
準
を
上
限
に
、
各
市

町
村
が
設
定
し
ま
す
。
安
来
市
に
お

け
る
利
用
料
金
に
つ
い
て
は
現
在
検

討
し
て
お
り
、
決
ま
り
次
第
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
す
る
予

定
で
す
。

新
制
度
の
ス
タ
ー
ト
に
伴
い
、
幼
稚
園
や
保
育
所

等
を
利
用
す
る
際
の
手
続
き
が
変
わ
り
ま
す
。
幼
稚

園
や
保
育
所
等
の
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
左
記
の
と

お
り
教
育
・
保
育
の
必
要
性
に
応
じ
た
認
定
を
受
け

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

安
来
市
で
は
、
新
制
度
へ
の
移
行

に
あ
た
り
、
国
が
定
め
る
「
基
本
指

針
」
に
基
づ
き
、
平
成
２７
年
度
か
ら

５
年
間
の
幼
児
教
育
・
保
育
・
地
域

支
援
の
体
制
な
ど
を
定
め
た
「
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
を
策

定
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
計
画
に
は
、
子
育
て
す
る
人

の
意
見
を
反
映
す
る
た
め
、
子
育
て

中
の
人
、
子
育
て
支
援
に
関
わ
っ
て

い
る
人
な
ど
を
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、

「
安
来
市
子
ど
も
・
子
育
て
推
進
会

議
」
を
昨
年
設
置
し
ま
し
た
。
現
在

ま
で
計
３
回
の
会
議
を
行
い
、
市
民

の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
に
関
す
る
施
策
の
検
討
を

行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
教
育
・
保
育
・
子
育
て
支

援
に
関
す
る
現
在
の
利
用
状
況
や
、

今
後
の
利
用
に
関
す
る
要
望
を
把
握

す
る
た
め
、
昨
年
１１
月
に
就
学
前
ま

た
は
小
学
生
を
持
つ
保
護
者
を
対
象

と
し
た
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
。
こ
の

調
査
の
結
果
を
も
と
に
推
進

会
議
な
ど
で
検
討
を
重
ね
、

新
計
画
策
定
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

？？

？？

？？

どう変わる

新制度Ｑ＆Ａ

幼
稚
園
や
保
育
所
な
ど
の

利
用
手
続
き
は
ど
う
な
る
の
？

今
あ
る「
幼
稚
園
」

「
保
育
所
」
は
ど

う
な
る
の
？

安
来
市
は
ど
ん
な
取
り
組

み
を
し
て
い
る
の
？

具体的な内容については、国における議論を踏まえ
ながら、安来市でも検討を進めています。詳しい内容
については、１１月に各保育所・幼稚園、市役所などに
設置する「平成27年度 幼稚園・保育所・認定こども
園のご案内」（仮称）等で順次お知らせする予定です。

３．支給認定の申請手続き

利用者は３種類のうちのいずれかの認定を受けます。

満３歳未満・保育認定
お子さんが満３歳未満
で、保育の必要な理由(※)
に該当し、保育所などで
保育を希望する場合

※保育の必要な理由については、保護者の就労・出産・疾病・介護・

求職活動などがあります。

保育所

認定こども園

３号認定

満３歳以上・保育認定
お子さんが満３歳以上
で、保育の必要な理由(※)
に該当し、保育所などで
保育を希望する場合

保育所

認定こども園

２号認定または３号認定を受けた人
は、保育の必要量によってさらに「保育
標準時間」または「保育短時間」に区分
されます。この区分ごとに利用できる時
間が異なります。

２号認定

？？

幼
稚
園
や
保
育
所
の
利
用

料
金
は
ど
う
な
る
の
？

利利用用手手続続ききが変わります

お子さんが満３歳以
上で、教育を希望す
る場合

教育標準時間認定

幼稚園

認定こども園

１．認定の種類

２．利用時間

１号認定

１３



安来地区小学校バレーボール連盟と岡山市スポー

ツ少年団バレーボール部が共催した、岡山市・安来

地区交流バレーボール大会が７月２０日・２１日、

岡山市で行われ、安来と岡山の子どもたちが全力プ

レーで交流を深めました。

安来からは赤江、宇賀荘、島田、社日、十神、能

義、みなみの７チームが参加。どのチームも岡山の

強豪を相手に堂々としたプレーを見せ、会場を沸か

せました。

この大会は、指導者らの交流が縁で平成１７年に

第１回目を開催し今年で１０回目。岡山と安来で交

互に開催し、各チームで親睦会や情報交換を行うな

どバレーボール技術の向上はもちろんのこと、友達

づくりや文化交流の絶好の機会となっています。

日本有数の備前焼のコレクションを持つ安来市
加納美術館が７月２０日、子どもたちを対象にし
た陶芸教室を布部交流センターで開催しました。
備前焼岡山県重要無形文化財保持者・金重晃介
氏らの指導の下、子どもたちは岡山から取り寄せ
た約１㎏程の粘土を使って制作。約２時間の作陶
後には、お皿やコップ、抹茶茶碗、動物のオブジェ
などの子どもたちの豊かな作品がテーブルに並び
ました。
お皿を作った布部小一年岡本葵さんは「（粘土
を）平たくするのが難しかった。できあがりが楽
しみ」とうれしそうに話していまし
た。

大会終了後に記念撮影を行う赤江レイダースと

御野バレーボールスポーツ少年団の選手たち

金金重重晃晃介介氏氏かからら指指導導をを受受けけるる子子どどももたたちち
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●境内をステージに１５０人がうっとり

金屋子神の総本社である広瀬町西比田の金屋子

神社で７月２９日、モンデンモモ金屋子神話コン

サートが開催され、来場した２００人が境内に響き

渡る歌声とピアノに聞き入っていました。

このコンサートは、神社の氏子を中心に組織し

た実行委員会（板垣紀雄委員長）が実施。出雲神

話のミュージカル創作演出などを手がけるシャン

ソン歌手のモンデンモモさんから、金屋子神社に

歌を奉納したいとの申し入れにより実現しました。

板垣実行委員長は、「普段あまり聞く機会がない

シャンソンを多くの皆さんに聞いて、体験してほ

しい」と話しました。

●神話と大自然に親しむコンサート

国産み神話のイザナミノミコトが葬られたとさ

れる比婆山を仰ぎ見る上の台緑の村で７月１９日、

第３回比婆山神話フェスタイザナミコンサート（主

催：比婆山再生活性化協議会）が開催され、約３００

人の観客が美しい音楽の調べに酔いしれました。

開放的な大自然の中に囲まれたステージでは、

安来市在住のバンド、安来カントリーボーイズが

さわやかな心地よいサウンドを響かせると、次に
みずえ

クラシックボーカリスト・瑞 さんが登場。「ふる

さと」などの童謡からクラシック曲「アヴェマリ

ア」、オリジナル曲「イザナミ」など多彩な全１１曲

を披露しました。

ゆっくりと夕日が沈む中、瑞 さんの透き通っ

たやさしい歌声が会場に響き渡ると、観客は情景

に吸い込まれるように歌声に聞き入っていまし

た。

数多くの神話の残る安来で神話にちなんだ

イベントが行われました。

（上）大自然を背

景に歌を披露し

た瑞 さん

（右）安来カント

リーボーイズ

秘秘書書課課 ℡℡２２３３‐‐３３００１１００

ああんんななこことと、、ここんんななこことと

地地域域のの話話題題ををおお届届けけししまますす。。

皆皆ささままかかららのの情情報報もも、、

おお待待ちちししてていいまますす。。

金金屋屋子子神神社社拝拝殿殿のの前前ののスステテーージジでで歌歌ううモモンンデデンンモモモモささんん

１５



「秋葉さん」として親しまれる秋葉寺の例大祭に

あわせ、７月２３日と２４日に文化祭が開催されました。

大塚町のふれあいセンター横にある相撲場では、

恒例の子ども相撲大会があり、大塚保育所園児１５人

と南小学校の児童２０人が参加。子どもたちは、土俵

に上がると真剣な表情に変わり、熱戦を繰り広げて

いました。南小学校２年の竹内晴希君は「初めて相

撲大会に出たけど、すごく楽しかった。また出たい」

と話しました。

大塚交流センター周辺では、小中学生や各種教室

の作品展、花火大会、安来市出身のものまねタレン
み る か

ト美留香さんのミニライブなど、さまざまな催しが

ありました。

火災の延焼拡大を防いだとして間崎英敏さん（広

瀬町布部）と田中栄一さん（広瀬町布部）に７月２３

日、感謝状が贈られました。

７月１日昼頃、広瀬町布部で刈草の野焼きを行っ

ていた炎が休耕田に燃え移りました。連絡を受けた

間崎さんと、騒ぎを聞き駆けつけた田中さんは、近

くの川を往復し、バケツで休耕田に隣接する倉庫に

火が燃え移らないように消火活動を続け、民家への

延焼拡大を未然に防ぎました。

平素より防火用水を玄関先に備えている田中さん

は「災害に関する心構えが迅速な対応につながっ

た」、間崎さんは「大事に至らなくて良かった」と

話しました。

２６０年以上続く「広瀬 園祭」が７月１９日か

ら２１日まで３日間、広瀬地区で行われました。

この祭りは須賀神社の例祭で、疫病よけのために

始まり受け継がれてきたもの。

２１日の夕方、みこし夜間巡行の出発地には重

さ約１㌧のみこしが鎮座し、各町内のちょうちん

が結集。巡行が始まると、担ぎ手らはすぐに汗だ

くになりながらも「わっしょい、わっしょい」の

かけ声をまち中に響かせ、みこしを次の町内へ引

き渡すまで練り歩いていました。

祭りは、ステージイベントや１６００発の花火大

会などがあり、メーン通りは多くの

見物客でにぎわっていました。

表表彰彰後後、、消消火火活活動動をを振振りり返返るる

間間崎崎ささんん（（左左））とと田田中中ささんん。。
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新新着着図図書書紹紹介介

ホンのひととき 中江有里

警視庁科学捜査最前線今井 良

叱られる力 阿川佐和子

新幹線×陸送 荒川陽太郎

女を観る歌舞伎 酒井順子

感じる漢字 山根基世

事故調 伊兼源太郎

利休の茶杓 山本兼一

うどんの時間 山下貴光

〈お子さんのほん〉

ここにいるよ！ナメクジ

皆越ようせい

なりたい二人 令丈ヒロ子

ダッシュ！ 村上しいこ

しゅくだいさかあがり 福田岩緒

とっておきの名探偵 杉山 亮

虫のおしらせ おのりえん

山女日記 湊かなえ

満願 米澤穂信

ミッドナイトバス 伊吹有喜

他人を攻撃せずにはいられな

い人 片田珠美

おかげさまで生きる 矢作直樹

「昨日の疲れ」が抜けなくなっ

たら読む本 西多昌規

〈お子さんのほん〉

月のふしぎえほん

大藪健一/文

思い出をレスキューせよ

堀米薫

まどさんからの手紙こどもた

ちへ まどみちお

あみだだだ 元永定正

おにぎりにんじゃ 北村裕花

やや暴力的に 石原慎太郎

すべての神様の十月 小路幸也

飯盛り侍 井川香四郎

決心 小杉健治

百万石遺聞 藤井邦夫

一本鑓悪人狩り 早見 俊

藍より出でて 辻堂 魁

ちょっと徳右衛門 稲葉 稔

瑠璃の水菓子 和田はつ子

ボラード病 吉村萬壱

〈お子さんのほん〉

うそ 中川ひろたか

まほうのタオル おのりえん

うみの１００かいだてのいえ

いわいとしお

しーっ！ クリス・ホートン

職員室の日曜日 村上しいこ

みぢかなマーク ハマダルコラ

●
こ
ん
な
行
為
は
セ
ク
ハ
ラ
で
す

①
頼
ま
れ
な
い
の
に
肩
を
マ
ッ
サ
ー

ジ
す
る
な
ど
身
体
に
触
れ
る

②
聞
く
に
た
え
な
い
わ
い
談
を
す
る

③
「
女
（
男
）
の
く
せ
に
」、「
女
（
男
）

だ
か
ら
」
等
の
発
言

④
酒
の
席
で
お
酌
を
強
要
す
る

⑤
し
つ
こ
く
食
事
や
デ
ー
ト
に
誘
う

⑥
女
性
と
い
う
だ
け
の
理
由
で
職
場

の
お
茶
く
み
を
さ
せ
る

な
ど

重
大
な
事
態
に
つ
な
が
る
ケ
ー
ス
も

セ
ク
ハ
ラ
を
受
け
た
被
害
者
は
深

い
心
の
傷
を
負
い
、
仕
事
や
学
校
を

や
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
重

大
な
事
態
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
セ
ク
ハ
ラ
は
個
人
の
問
題
で

は
済
ま
さ
れ
ま
せ
ん
。
裁
判
に
よ
っ

て
、
企
業
や
団
体
が
多
額
の
損
害
賠

償
を
請
求
さ
れ
、
支
払
っ
た
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
リ
ス
ク

を
避
け
る
た
め
に
、
社
員
へ
の
教
育

を
し
て
い
る
企
業
は
多
く
あ
り
ま
す

が
、
男
女
と
も
に
、
一
人
ひ
と
り
の

意
識
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
、
セ
ク
ハ

ラ
は
な
く
な
り
ま
せ
ん
。

セ
ク
ハ
ラ
を
防
ぐ
た
め
に

職
場
環
境
や
人
事
・
雇
用
管
理
の

改
善
、
従
業
員
へ
の
教
育
・
啓
発
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
家
庭
や
社
会
生

活
の
中
で
の
男
女
の
役
割
分
担
意
識

に
つ
い
て
も
正
し
い
理
解
を
深
め
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

●そのほかの新着図書情報は…http : //www.city.yasugi.shimane.jp/tosyo/

℡３７－００５０

ち
ょ
こ
っ
と
男
女
共
同
参
画
②

〜
み
ん
な
で
幸幸
せせ
のの
明明
日日
を
築
く
た
め
に
〜

今回のテーマ

セ
ク
ハ
ラ
（
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
）

性
的
な
言
動
に
よ
る
嫌
が
ら
せ
行
為
。
職
場
な
ど
で
相
手

の
意
に
反
し
て
、
性
的
な
言
動
に
よ
っ
て
相
手
に
不
利
益

を
与
え
た
り
、
相
手
が
不
快
に
感
じ
る
行
為
。

℡３２－４４５５℡２２－２５７４

図書館からのお知らせ

■
問
い
合
わ
せ

人
権
施
策
推
進
課

℡
２３‐

３
０
９
５
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指
定
管
理
者
導
入
施
設
の
事
業

評
価
を
行
い
ま
し
た

●問
総
務
課
℡
２３‐

３
０
１
７

安
来
市
で
は
、
公
の
施
設
の

管
理
運
営
を
効
果
的
・
効
率
的

に
行
う
た
め
、
指
定
管
理
者
制

度
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

平
成
２５
年
度
は
、
３３
施
設
で

指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理
・
運

営
が
行
わ
れ
、
こ
の
度
、
施
設

ご
と
に
施
設
管
理
・
経
営
・
事

業
展
開
な
ど
の
視
点
か
ら
事
業

評
価
を
行
い
ま
し
た
。

詳
し
く
は
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
指
定
管
理
者
制
度
関
連
情

報
）
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。
掲
載
期
間
は

平
成
２７
年
８
月
３１
日
ま
で
。

「
老
人
の
日
・
老
人
週
間
」は
県

立
８
施
設
で
高
齢
者
の
皆
さ
ん

の
入
館
料
が
無
料
に
な
り
ま
す

●問
島
根
県
高
齢
者
福
祉
課

℡
０
８
５
２‐

２２‐

６
６
９
６

期
間

９
月
１５
日
㈪
㈷
〜
９
月

２１
日
㈰
（
１６
日
は
休
館
日
。
し

ま
ね
花
の
郷
、
三
瓶
小
豆
原
埋

没
林
公
園
は
無
休
）

対
象
者

昭
和
２４
年
１２
月
３１
日

以
前
に
生
ま
れ
た
人
。

対
象
施
設

島
根
県
立
美
術
館
、

八
雲
立
つ
風
土
記
の
丘
展
示
学

習
館
、
花
ふ
れ
あ
い
公
園
「
し

ま
ね
花
の
郷
」
、
古
代
出
雲
歴

史
博
物
館
、
宍
道
湖
自
然
館
ゴ

ビ
ウ
ス
、
三
瓶
自
然
館
サ
ヒ
メ

ル
・
三
瓶
小
豆
原
埋
没
林
公
園
、

し
ま
ね
海
洋
館
ア
ク
ア
ス
、
石

見
美
術
館

手
続
き

入
館
受
付
時
に
年
齢

の
わ
か
る
身
分
証
明
書
（
運
転

免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
）

を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

自
動
車
事
故
に
よ
る
遺
児
・
障

が
い
者
へ
支
援
し
ま
す

●申
●問
独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故

対
策
機
構
島
根
支
所

℡
０
８
５
２‐

２５‐

４
８
８
０

●
交
通
遺
児
等
育
成
資
金
貸
付

自
動
車
事
故
に
よ
り
、
死
亡

ま
た
は
重
度
の
後
遺
障
が
い
に

な
ら
れ
た
人
の
お
子
さ
ん
に
、

無
利
子
で
育
成
資
金
を
お
貸
し

し
ま
す
。

貸
付
対
象
者

該
当
の
お
子
さ

ん
を
養
育
す
る
保
護
者

貸
付
金
額

一
時
金
…
１５
万
５

千
円
、貸
付
期
間
中
…
月
２
万
円

●
介
護
料
の
支
給

自
動
車
事
故
に
よ
り
、
脳
や

せ
き
づ
い
、
胸
腹
部
臓
器
に
損

害
を
受
け
た
こ
と
で
、
重
度
の

後
遺
障
が
い
が
残
り
、
日
常
生

活
で
介
護
を
必
要
と
す
る
人
に

介
護
料
を
支
給
し
ま
す
。

支
給
対
象
者

①
自
賠
責
認
定

通
知
書
が
１
級
１
・
２
号
ま
た

は
、
２
級
１
・
２
号
の
人
（
平

成
１４
年
３
月
３１
日
以
前
に
事
故

に
遭
っ
た
人
は
１
級
３
・
４
号

ま
た
は
、
２
級
３
・
４
号
）

②
①
と
同
程
度
の
傷
害
を
受
け

た
と
認
め
ら
れ
る
人

支
給
月
額

２
万
９
２
９
０
円

〜
１３
万
６
８
８
０
円

竹
粉
砕
機
を
無
料
で
貸
し
出
し

し
て
い
ま
す

●申
●問
一
般
財
団
法
人
安
来
ふ
る

さ
と
公
社
℡
３２‐

９
０
４
４

竹
林
整
備
や
里
山
保
全
の
た

め
、
自
治
会
な
ど
の
市
内
団
体

を
対
象
に
、
竹
粉
砕
機
を
無
料

で
貸
し
出
し
し
て
い
ま
す
。
伐

採
し
た
竹
の
処
分
に
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

受
渡
場
所

安
来
ふ
る
さ
と
公

社
（
広
瀬
町
菅
原
）

そ
の
他

▽
希
望
団
体
は
、
事

前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▽
機
械
の
輸
送
や
燃
料
費
な
ど

の
稼
働
に
係
る
費
用
は
使
用
団

体
の
負
担
と
な
り
ま
す

▽
安

全
確
保
な
ど
の
た
め
、
初
め
て

使
用
す
る
団
体
に
は
、
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
を
派
遣
（
有
償
）
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

個
人
の
作
業
委
託
は
有

償
で
請
け
負
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請
は
お

早
め
に

●申
●問
福
祉
課
℡
３２‐

９
５
０
０

安
来
市
で
は
、
臨
時
福
祉
給

付
金
の
申
請
を
７
月
１
日
か
ら

行
っ
て
い
ま
す
。
受
付
締
め
切

り
は
１０
月
１
日
で
す
が
、
早
目

の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

行行

政政

島根県では、県政に対する県民の皆さんのご意見を

お聴きするため、インターネットを使ってアンケート

にお答えいただく「しまねweb モニター」を募集し

ています。

活動内容 年１０回程度、県政の課題

などから選定したテーマについて、

ホームページ上で実施するアンケー

トにパソコンから回答

応募資格 県内在住で満１５歳以上、

電子メールアドレスを持ちインター

ネット（携帯電話を除く）から日本語で回答できる人

応募方法 県広聴広報課ホームページ「しまねweb

モニター」から応募してください。応募は随時受け付

けています。

※年間の回答回数に応じて記念品をお贈りします

●申●問島根県広聴広報課℡０８５２‐２２‐６５０１

ししままねねwweebb モモニニタターー募募集集中中
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永
久
選
挙
人
名
簿
の
登
録
と
縦

覧●問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

℡
２３‐

３
１
３
５

登
録
対
象
者

平
成
６
年
９
月

２
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、

平
成
２６
年
６
月
１
日
ま
で
に
安

来
市
に
住
民
登
録
を
済
ま
せ
、

引
き
続
き
３
カ
月
以
上
安
来
市

に
居
住
し
て
い
る
人
。

縦
覧
期
間

９
月
３
日
㈬
〜
９

月
７
日
㈰
８
時
３０
分
〜
１７
時

縦
覧
場
所

選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
（
安
来
●庁
）

異
議
申
出

登
録
さ
れ
る
資
格

が
あ
る
の
に
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
な
い
場
合
は
、
縦
覧
期
間

中
に
異
議
の
申
出
書
を
選
挙
管

理
委
員
会
に
提
出
で
き
ま
す
。

島
根
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委

員
選
挙
人
名
簿
の
登
録

●問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

℡
２３‐

３
１
３
５

登
録
対
象
者

市
内
に
住
所
ま

た
は
事
業
場
を
有
す
る
漁
業
者

や
漁
業
従
事
者
で
、
１
年
に
９０

日
以
上
漁
船
を
使
用
し
漁
業
を

営
む
（
従
事
す
る
）
人
。

申
し
込
み

９
月
５
日
㈮
ま
で

に
、
選
挙
管
理
委
員
会
に
登
録

申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ほ
い
く
の
就
職
フ
ェ
ア
し
ま
ね

●問
島
根
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
２‐

３２‐

５
９
５
７

http
://w

w
w
.shim

a
ne
-
fjc
.

com
/島

根
県
内
の
保
育
所
等
の
児

童
福
祉
施
設
に
就
職
を
希
望
す

る
人
へ
の
支
援
を
目
的
に
開
催

し
ま
す
。

日
時
・
場
所

９
月
７
日
㈰
１１

時
〜
１５
時
３０
分
、
島
根
県
民
会

館
（
松
江
会
場
）
ほ
か

内
容

▽
参
加
事
業
所
Ｐ
Ｒ

ブ
ッ
ク
の
配
布

▽
求
人
登
録

予
定
事
業
所
に
よ
る
短
時
間
面

談
会

▽
個
別
就
職
面
談
会

▽
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

就
職
相
談

そ
の
他

▽
事
前
申
込
不
要

▽
履
歴
書
不
要

▽
参
加
費
無

料

▽
服
装
自
由

▽
託
児
の

助
成
あ
り
（
要
事
前
予
約
）

９
月
１
日
〜
１０
日
は
屋
外
広
告

物
適
正
化
旬
間
で
す

●問
建
築
住
宅
課

℡
２３‐

３
２
３
３

島
根
県
で
は
良
好
な
景
観
の

形
成
等
を
目
的
に
屋
外
広
告
物

条
例
を
定
め
、
必
要
な
規
制
・

誘
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
屋
外

に
看
板
や
ポ
ス
タ
ー
等
を
設
置

す
る
に
は
次
の
こ
と
に
つ
い
て

注
意
が
必
要
で
す
。

・
屋
外
広
告
物
を
設
置
す
る
に

は
事
前
に
市
長
の
許
可
が
必
要

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
屋
外
広
告
物
の
種
類
に
応
じ

て
面
積
や
高
さ
な
ど
に
つ
い
て

の
基
準
が
あ
り
ま
す
。

・
屋
外
広
告
物
設
置
工
事
は
島

根
県
知
事
登
録
済
み
の
屋
外
広

告
業
者
に
発
注
し
ま
し
ょ
う
。

・
設
置
後
の
屋
外
広
告
物
は
、

適
切
に
補
修
を
行
う
な
ど
し
て

良
好
な
状
態
で
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習

会
（
乙
種
第
４
類
）

●申
●問
島
根
県
危
険
物
保
安
協
会

連
合
会

℡
０
８
５
２‐

２２‐

７
２
０
２

期
日

１０
月
４
日
㈯
・
５
日
㈰

場
所

島
根
県
民
会
館
（
松
江

市
）
ほ
か

対
象

乙
種
第
４
類
を
受
験
す

る
人

申
請
方
法

申
請
書
に
所
定
事

項
を
記
入
し
、
連
合
会
ま
で
郵

送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
し
て
く
だ
さ
い
。

受
講
料

保
安
協
会
会
員
…
８

１
２
０
円
、
会
員
外
…
１
０
１

２
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
・
送
料

を
含
む
）

受
付
期
限

講
習
日
の
一
週
間

前
ま
で
に
申
請

そ
の
他

▽
受
講
料
も
一
週
間

前
ま
で

▽
申
請
書
は
、
消
防

本
部
、
広
瀬
・
伯
太
各
分
署
、

比
田
分
駐
所
に
設
置

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

加入できる事業主 建設業を営む人

対象となる労働者 建設業の現場で働く人

掛金 日額 310円

※詳しくはお問い合わせいただくか、建

退共のホームページでご覧ください

建建退退共共制制度度

建退共制度は、事業主が労働者の

働いた日数に応じて掛金となる共済

証紙を共済手帳に貼り、その労働者

が建設業界で働くのをやめたときに

建退共から退職金を支払う、業界全

体で取り組む退職金制度です。

●問建退共島根県支部
℡０８５２‐２１‐９００４

市や関係機関、自主防災組織の訓

練。会場では特殊車両の展示なども

あります。

日時 ９月２７日㈯

１３時３０分～１６時３０分

場所 安来港およびその周辺

※近隣の皆さまにはご迷惑をおか

けいたしますが、訓練へのご理解

ご協力をお願いします。

平平成成２２６６年年度度

安安来来市市総総合合防防災災訓訓練練

知知っってていいまま
すすかか

１９



乳
幼
児
健
診

●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐
３
２
２
２

※※
時
間
は
受
付
時
間
で
す
。

●●
４
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所

９
月
１１
日
㈭
１３

時
〜
１３
時
４５
分
、
広
瀬
●健

対
象

平
成
２６
年
４
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
。

●●
９
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所

９
月
１１
日
㈭
９

時
〜
９
時
４５
分
、
広
瀬
●健

対
象

平
成
２５
年
１１
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
。

●●
１
歳
６
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所

９
月
２５
日
㈭
９

時
〜
９
時
４５
分
、
伯
太
●健

対
象

平
成
２５
年
２
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、ア
ン

ケ
ー
ト
、仕
上
げ
用
歯
ブ
ラ
シ
。

●●
３
歳
児
健
診

日
時
・
場
所

９
月
２５
日
㈭
１３

時
〜
１３
時
４５
分
、
伯
太
●健

対
象

平
成
２３
年
６
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
、
歯
ブ
ラ
シ
、
当
日

朝
の
尿
。

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

日
時

９
月
１７
日
㈬
１３
時
１５
分

〜
１３
時
４５
分
（
受
付
時
間
）

場
所

広
瀬
●健

対
象

平
成
２６
年
３
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
予

防
接
種
予
診
票
。

離
乳
食
の
進
め
方
（
要
申
込
）

●申
●問
つ
ど
い
の
広
場

℡
２３‐

７
０
５
０

わ
か
ら
な
い
こ
と
、
悩
み
な

ど
栄
養
士
が
お
答
え
し
ま
す
。

日
時

９
月
２４
日
㈬
１０
時
３０
分

〜
１２
時

場
所

つ
ど
い
の
広
場
（
親
子

●交
内
）

離
乳
食
教
室
（
要
申
込
）

●申
●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

日
時

９
月
３０
日
㈫
▽
５
〜
６

カ
月
児
…
９
時
４５
分
〜
１０
時
▽

７
〜
８
カ
月
児
…
１３
時
３０
分
〜

１３
時
４５
分
（
受
付
時
間
）

場
所

広
瀬
●健

申
込
期
限

９
月
２６
日
㈮

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
冊

子
「
離
乳
食
の
進
め
方
」
（
４

か
月
児
健
診
時
に
配

布
）
、
参
加
費
１
０
０

円
、
お
て
ふ
き
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
行
事

●申
●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

●●
子
育
て
講
演
会
「
子
ど
も
の

言
葉
と
絵
本
〜
今
言
葉
が
危
な

い
〜
」（
託
児
あ
り
・
要
申
込
）

子
育
て
に
と
っ
て
言
葉
の
環

境
は
大
変
重
要
で
す
。
今
、
助

詞
を
使
え
な
い
こ
ど
も
が
増
え

て
お
り
、
子
ど
も
の
言
葉
が
危

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
乳
幼
児

期
の
子
を
持
つ
親
に
知
っ
て
も

ら
い
た
い
内
容
の
お
話
し
で

す
。

日
時
・
場
所

９
月
９
日
㈫
１０

時
３０
分
〜
１２
時
、
広
瀬
●健

講
師

末
宗
辰
彦
氏
。

●●
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
講
座

（
要
申
込
）

助
産
師
さ
ん
が
指
導
し
ま

す
。
赤
ち
ゃ
ん
も
お
母
さ
ん
も

気
持
ち
よ
く
な
り
ま
し
ょ
う
。

日
時
・
場
所

９
月
２４
日
㈬
１０

時
３０
分
〜
１２
時
、
広
瀬
●健

対
象

１
歳
未
満
の
お
子
さ
ん

と
そ
の
保
護
者
。

基本的な検診（必須項目）

■問診 ■理学的検査 ■身体測定

■腹囲測定 ■血圧測定 ■脂質検査

■血糖検査 ■肝機能検査 ■腎機能検査

詳細な検査（医師が必要と判断した人）

■貧血検査 ■心電図検査 ■眼底検査

検

査

項

目

保保

健健

健康長寿しまね

マスコットキャラクター

まめなくん

詳しくは島根県保険者協議会事務局：島根県国民健康保険

団体連合会 http : //www.shimane-kokuho.or.jp/まで

特定健診は、生活習慣病の前段階であるメタボリック

シンドロームを発見するための検査で、加入している医

療保険者によって年１回実施されます。腹囲の測定など

により、メタボリックシンドロームの該当者とその予備

群となる人を早期に発見し、改善指導を行うことを目的

としています。

国保の加入者は安来市役所保険年金課に、被用者保険

の加入者はその保険証を発行する保険者にお問い合わせ

ください。通院中の人も対象となりますので、自らの健

康のためにも特定健診を受けましょう。

●問保険年金課 ℡２３‐３０８７

～１年に１度は必ず受診を～

特定健診を受けましょう

●４０歳以上７５歳未満の被保険者、

被扶養者の人すべてが対象です

２０



が
ん
検
診

●問
い
き
い
き
健
康
課

℡
２３‐

３
２
２
０

場
所
・
日
時

山
佐
●交
・
９
月
９

日
８
時
〜
９
時
４５
分
、広
瀬
●健
・

９
月
９
日
１０
時
〜
１１
時
、
９
月

２１
日
８
時
３０
分
〜
１１
時
、
安
来

市
民
会
館
・
９
月
１１
日
・
１６
日

８
時
〜
１１
時

検
診
予
約
日
や
場
所
は
市
民
カ

レ
ン
ダ
ー
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

が
ん
検
診
予
約

▽
９
時
〜
１７

時

●問
い
き
い
き
健
康
課
℡

２３‐

３
２
２
０

安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー
主

催
の
教
室
な
ど

●申
●問
安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー

℡
２３‐

１
７
５
０

い
ず
れ
も
同
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
開
催
し
ま
す
。

●
パ
ソ
コ
ン
な
ん
で
も
相
談
日

ち
ょ
っ
と
聞
き
た
い
小
さ
な

疑
問
の
解
決
方
法
教
え
ま
す
。

操
作
全
般
の
質
問
も
対
応
可
。

日
時

９
月
８
日
㈪
・
２２
日
㈪
・

２９
日
㈪
１０
時
〜
１２
時

受
講
料

１
回
５
０
０
円
。

そ
の
他

▽
パ
ソ
コ
ン
持
込
可
。

▽
申
込
不
要
。

●●
パ
ソ
コ
ン
個
人
指
導

分
か
ら
な
い
こ
と
が
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
で
集
中
的
に
学
べ
、

自
分
の
ペ
ー
ス
で
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。（
１
回
２
時
間
）

受
講
料

３
０
０
０
円
。

そ
の
他

▽
受
講
日
時
は
事
前

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
パ
ソ

コ
ン
、デ
ジ
カ
メ
な
ど
持
込
可
。

●●
パ
ソ
コ
ン
教
室

①
エ
ク
セ
ル
初
級
夜
間
コ
ー
ス

日
時

９
月
２６
日
㈮
〜
１０
月
１４

日
㈫
の
間
の
火
・
金
曜
日
（
６

日
間
）
１７
時
３０
分
〜
１９
時
３０
分

受
講
料

５
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
別
途
１
０
０
０
円
）
。

そ
の
他

▽
一
人
で
入
力
で
き

る
人
が
対
象

▽
定
員
１５
人

（
５
人
以
上
で
開
講
）

▽
要

申
込

▽
パ
ソ
コ
ン
の
持
込
不
要
。

②
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
午
前
コ
ー
ス

日
時

９
月
２４
日
㈬
・
２５
日
㈭
・

２６
日
㈮
・
３０
日
㈫
（
４
日
間
）

９
時
３０
分
〜
１２
時
３０
分

受
講
料

５
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
別
途
１
０
０
０
円
）
。

そ
の
他

▽
定
員
１５
人
（
５
人

以
上
で
開
講
）

▽
要
申
込

▽
パ
ソ
コ
ン
の
持
込
不
要
。

③
パ
ソ
コ
ン
グ
ル
ー
プ
講
習

職
場
や
趣
味
の
仲
間
等
と
楽

し
く
学
び
ま
せ
ん
か
。

内
容

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
な

ど
の
１２
時
間
コ
ー
ス
。

受
講
料

一
人
５
０
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
）

そ
の
他

日
時
、
人
数
、
講
習

内
容
は
要
相
談

▽
パ
ソ
コ
ン

の
持
込
不
要
。

早
期
就
職
を
目
指
す
シ
ニ
ア
の

た
め
の
技
能
講
習
（
無
料
）

●申
●問
島
根
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連
合
会

℡
０
１
２
０‐

７８‐

１
１
４
２

実
習
や
就
活
支
援
セ
ミ
ナ
ー

と
企
業
と
の
面
接
会
が
セ
ッ
ト

に
な
っ
た
技
能
講
習
で
す
。
昨

年
は
約
６５
㌫
の
人
が
早
期
に
就

職
さ
れ
ま
し
た
。

●●
パ
ソ
コ
ン
操
作
基
礎
講
習

日
時

１０
月
２１
日
㈫
〜
１１
月
６

日
㈭
（
平
日
の
１１
日
間
）
１０
時

〜
１６
時

場
所

島
根
県
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
連
合
会
（
松
江
市
西

川
津
町
）

対
象

５５
歳
以
上
の
人
。

申
込
期
限

１０
月
７
日
㈫

定
員

２０
人

心
の
健
康
相
談（
無
料
・
要
申
込
）

●申
●問
松
江
保
健
所

℡
０
８
５
２‐

２３‐

１
３
１
６

·

福
祉
課
℡
２３‐

３
２
１
６

心
の
病
気
や
悩
み
、
飲
酒
問

題
、
も
の
忘
れ
な
ど
に
関
す
る

相
談
に
応
じ
ま
す
。

●●
安
来
会
場

日
時
・
場
所

９
月
１１
日
㈭
１３

時
３０
分
〜
１５
時
３０
分
、
広
瀬
●健

●●
松
江
会
場

日
時
・
場
所

９
月
４
日
㈭
・

１０
日
㈬
・
２４
日
㈬
１３
時
３０
分
〜

１５
時
３０
分
、
松
江
保
健
所

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

●申
●問
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

℡
０
１
２
０‐

１
１
４‐

２
３
４

日
時
・
場
所

９
月
２０
日
㈯
１３

時
〜
１７
時
、
島
根
県
司
法
書
士

会
館
（
松
江
市
南
田
町
）

内
容

成
年
後
見
等
高
齢
者
の

財
産
管
理
、
相
続
、
遺
言
、
不

動
産
売
買
、
名
義
変
更
登
記
、

お
金
の
貸
し
借
り
、
借
金
、
悪

質
商
法
、会
社
登
記
、裁
判
な
ど
。

そ
の
他

予
約
優
先
（
予
約
は

平
日
１２
時
３０
分
〜
１５
時
３０
分
）

各
種
定
期
相
談
は
市
民
カ
レ
ン

ダ
ー
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

相
談
時
間
・
お
問
い
合
わ
せ

先
は
、
次
の
と
お
り
で
す

生
活
相
談

▽
９
時
〜
１６
時

▽
社
会
福
祉
協
議
会
℡
２３‐

１

８
５
５

消
費
者
問
題
弁
護
士
相
談

▽
９
時
〜
１２
時

▽
市
民
相
談

室
℡
２３‐

３
０
６
８

行
政
相
談
所

▽
安
来
・
広
瀬

会
場
…
９
時
〜
１２
時

▽
市
民

相
談
室
℡
２３‐

３
０
６
８

特
設
人
権
相
談
所

▽
９
時
〜

１２
時

▽
人
権
施
策
推
進
課
℡

２３‐

３
０
９
５

栄
養
相
談
（
要
予
約
）

▽
安

来
会
場
９
時
３０
分
〜
１６
時
、
広

瀬
会
場
９
時
〜
１２
時

▽
い
き

い
き
健
康
課
℡
２３‐

３
２
２
０

し
ま
ね
東
部
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
出
張
相
談
会

（
要
予
約
）
▽
サ
ポ
ス
テ
松
江

℡
０
８
５
２‐

３３‐

７
７
１
０

結
婚
相
談
や
す
ぎ
「
は
ぴ
こ
の

部
屋
」

▽
１０
時
〜
１２
時

▽

定
住
企
画
課
℡
２３‐

３
０
５
９

相相

談談

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

教教
室室
・・
講講
座座

２１



た
の

名
碗
を
愉
し
む
会

●申
●問
安
来
市
加
納
美
術
館

℡
３６‐
０
８
８
０

学
芸
員
案
内
に
よ
る
館
内
見

学
の
後
、
季
節
の
お
菓
子
と
お

茶
、
そ
し
て
碗
を
愉
し
み
な
が

ら
自
然
の
中
で
贅
沢
な
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

９
月
７
日
㈰
１０
時
〜
・

１３
時
〜
（
美
術
館
見
学
後
、
茶

て
い

室
「
如
水
庵
」
に
て
呈
茶
）

場
所

安
来
市
加
納
美
術
館

料
金

２
５
０
０
円
（
美
術
館

入
館
料
・
季
節
の
お
菓
子
・
お

茶
代
を
含
む
）
。

申
込
期
限

９
月
３
日
㈬

第
４
回
よ
さ
げ
な
祭
り

●問
安
来
市
青
年
経
営
者
協
議
会

℡
２２‐

２
３
８
０

日
時
・
場
所

９
月
２１
日
㈰
１０

時
〜
、
道
の
駅
あ
ら
エ
ッ
サ

内
容

安
来
の
名
産
品
や
素
材

を
取
り
入
れ
た
ご
当
地
パ
ン
販

売
、
ピ
ザ
作
り
体
験
、
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど

安
来
市
立
図
書
館
「
秋
の
コ
ン

サ
ー
ト
」
開
催

●問
安
来
市
立
図
書
館

℡
２２‐

２
５
７
４

安
来
在
住
の
奏
者
に
よ
る
コ

ン
サ
ー
ト
。
尺
八
の
二
重
奏
を

そ
う

中
心
に
箏
と
の
合
奏
も
行
い
ま
す
。

日
時
・
場
所

９
月
２８
日
㈰
１７

時
３０
分
〜
１８
時
３０
分
（
閉
館
３０

分
前
よ
り
演
奏
開
始
）
、
安
来

市
立
図
書
館

演
奏
者

尺
八
…
野
々
村
和
夫

氏
・
石
井
裕
子
氏
、
十
七
弦
…

木
口
綱
子
氏

第
６
回
田
舎
の
お
福
分
け

（
さ
ぎ
の
湯
温
泉
産
直
市
）

●問
さ
ぎ
の
湯
温
泉
根
っ
こ
の
会
・

田
辺
℡
２８‐

６
２
１
１

日
時
・
場
所

９
月
２３
日
㈪
㈷

９
時
〜
１５
時
、
安
来
節
屋
前

内
容

特
産
市
、足
湯
（
無
料
）

な
ど
。

そ
の
他

▽
さ
ぎ
の
湯
温
泉
共

通
無
料
入
浴
券
配
布（
９
時
〜
・

１３
時
〜
各
先
着
５０
人
）

▽
特

産
品
抽
選
会
あ
り
。

地
域
の
自
然
を
守
ろ
う
「
体
験

か
ら
学
び
育
む
、地
域
の
自
然
・

森
づ
く
り
」

●問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
青
少
年
サ
ポ
ー

ト
の
会
℡
２２‐

０
８
５
０

●●
体
験
イ
ベ
ン
ト

子
ど
も
た
ち
と
自
然
体
験
や

講
話
、
演
劇
を
通
し
て
森
の
大

切
さ
を
伝
え
ま
す
。
森
を
身
近

に
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所

９
月
７
日
㈰
９

時
〜
１２
時
、
安
来
節
演
芸
館

内
容

森
の
話
を
聞
こ
う
、
ド

ン
グ
リ
の
苗
木
植
樹
、
大
工
道

具
の
体
験
、
創
作
劇
を
観
賞
、

絵
を
描
こ
う
な
ど
。

そ
の
他

▽
定
員
４０
人

▽
事

前
申
込
（
当
日
受
付
可
）

▽

参
加
無
料

●●
「
森
の
見
た
夢
」
の
絵
の
コ

ン
テ
ス
ト

キ
ャ
ン
バ
ス
板（
１８
×
６
㌢
）

に
森
の
見
た
夢
を
描
き
ま
す
。

募
集
期
間

９
月
１
日
㈪
〜
１０

月
１０
日
㈮

部
門

幼
児
、小
学
生
、中
学
生
、

大
人
の
部
（
高
校
生
も
含
む
）

作
品
展
示

会
期

１０
月
２０
日
㈪
〜
１１
月
１５

日
㈯

場
所

安
来
節
演
芸
館

築 100年の趣がある一風亭の館内を、月明か
あんどん

りと行灯の明かりで幻想的に照らし出します。

また、一風亭前の商店通りには子どもたちによ

る手づくりの行灯が並びます。

日時 ９月６日㈯18時～20時 30分

場所 やすぎ懐古館一風亭

内容 ・行灯などによるライトアップ

・be-strings（ビー・ストリングス）

コンサート １９時～

・芋煮無料配布（先着１００人）など

イイ
ベベ
ンン
トト

●問やすぎ懐古館一風亭
℡２３‐０００７

ややすすぎぎ懐懐古古館館

一一風風亭亭灯灯りりイイベベンントト

入場は無料ですが、入場多数の場合は入場い

ただけない事もございますので、あらかじめご

了承ください。

９月 ７日㈰ 安来市民会館

９月１４日㈰ 広瀬中央●交

９月２８日㈰ 伯太中央●交

１０時３０分～（約１時間）

安来節公演を行います

●問安来節保存会 ℡２８‐９９８８

清水卯一
蓬莱燿茶碗

石黒宗麿
赤絵羊絵平茶碗

新安来市発足１０周年記念事業

安来節を中心とした公演を無

料で市内の３カ所で開催いたし

ます。ぜひみなさんお誘いあわ

せのうえ、お近くの会場にお出

かけください。

会期・場所

時 間

２２



講
演
会
「
お
と
う
さ
ん
！
お
か

あ
さ
ん
！
す
て
き
〜
ど
ん
な
自

分
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
る
か

な
〜
」
（
無
料
・
要
申
込
）

●申
●問
十
神
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
化

部
℡
２２‐
２
０
１
０

忙
し
い
毎
日
で
す
が
、ち
ょ
っ

と
だ
け
立
ち
止
ま
っ
て
「
自
分

自
身
」
と
向
き
合
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。
新
し
い
自
分
に
気
付

き
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

を
上
げ
ま
し
ょ
う
。

日
時

９
月
２５
日
㈭
１９
時
〜
２０

時
３０
分

場
所

安
来
中
央
●交

講
師

高
塚
人
志
氏
（
鳥
取
大

学
医
学
部
准
教
授
）

申
込
締
切

９
月
１６
日
㈫

そ
の
他

託
児
あ
り
、
要
予
約

第
１１
回
安
来
市
長
杯
囲
碁
大
会

●問
日
本
棋
院
安
来
支
部
・
成
相

℡
２３‐

１
４
１
５

日
時
・
場
所

９
月
２８
日
㈰
９

時
３０
分
〜
、
安
来
中
央
●交

参
加
料

１
３
０
０
円
（
小
・

中
学
生
５
０
０
円
、
高
校
生
１

０
０
０
円
）
※
当
日
会
場
で
受

け
付
け
。

競
技
方
法

▽
Ａ
級
（
５
段
以

上
）
▽
Ｂ
級
（
４
段
〜
２
段
）

▽
Ｃ
級
（
初
段
以
下
）

※
段
、
級
差
１
目
の
手
合
割

り
、
コ
ミ
６
目
半
。

表
彰

各
級
の
優
勝
・
準
優
勝

者
に
賞
状
・
盾
・
副
賞
。

第
一
部

●
幸
盛
マ
ラ
ソ
ン
（
距
離
１，３
キ
ロ
）

月
山
の
ふ
も
と
か
ら
山
頂
ま
で
駆
け
上
が
り

ま
す
。

時
間

９
時
開
会
（
受
付
７
時
３０
分
〜
）

部
門

一
般
（
高
校
生
以
上
）
・
中
学
生
・
小

学
生

●
月
山
鹿
介
ウ
オ
ー
ク（
距
離
１，６
キ
ロ
）

月
山
の
名
所
を
巡
り
な
が
ら
ゆ
っ
た
り
と
山

頂
ま
で
登
り
ま
す
。

時
間

８
時
開
会
（
受
付
７
時
３０
分
〜
）

・
マ
ラ
ソ
ン
＆
ウ
オ
ー
ク
共
通
事
項

集
合
場
所

安
来
市
立
歴
史
資
料
館
前

参
加
費

２
０
０
円
（
ウ
オ
ー
ク
参
加
者
の
み
）

そ
の
他

▽
事
前
に
申
込
が
必
要
で
す

▽
い

ず
れ
も
参
加
賞
あ
り

申
込
方
法

氏
名
・
電
話
番
号
・
生
年
月
日
・

希
望
の
コ
ー
ス
を
明
記
の
上
、
広
瀬
●交
に
直

接
持
参
い
た
だ
く
か
、
電
話
・
メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切

９
月
１２
日
㈮

第
二
部

別
所
哲
也
氏
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
に
出
演
し
て
』

軍
師
官
兵
衛
に
出
演
さ
れ
た
エ
ピ
ソ
ー

ド
、
裏
話
な
ど
を
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

時
間

１３
時
〜
（
１２
時
３０
分
開
場
）

場
所

安
来
節
演
芸
館

そ
の
他

▽
入
場
無
料

▽
事
前
予
約
は
で
き

ま
せ
ん

▽
会
場
が
満
席
の
場
合
、
入
場
を
お

断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

▽
１１
時
４５
分
か

ら
安
来
節
演
芸
館
前
で
入
場
整
理
券
を
配
布
し

ま
す
。

●
山
中
御
殿
行
事
（
別
所
哲
也
氏
も
参
加
）

「
三
日
月
の
影
」
朗
読
や
剣
舞
な
ど
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
。

場
所
・
時
間

月
山
山
中
御
殿
跡
・
１０
時
〜

幸
盛
祭

戦
国
時
代
、
尼
子
家
再
興
を
目
指
し
た
名
将

山
中
鹿
介
幸
盛
。
そ
の
活
躍
は
め
ざ
ま
し
く
、

山
陰
の
麒
麟
児
と
呼
ば
れ
、
全
国
に
そ
の
名
を

轟
か
せ
ま
し
た
。
今
な
お
多
く
の
人
に
愛
さ
れ

る
郷
土
の
英
雄
・
鹿
介
を
し
の
び
開
催
さ
れ
ま
す
。

と
き

9
月
28
日
㈰

俳優 別所哲也氏

大河ドラマ

「軍師官兵衛」

山中鹿介役

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ
●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

日時 ９月７日㈰13時～（受付１２時～）

場所 伯太中央●交

内容 ▽基調講演 講師…豊重哲郎氏

鹿児島の柳谷集落で公民館長を長く

務め、「住民参加型の地域づくり」を

展開中。内閣府の地域活性化伝道師。

▽パネルディスカッション

▽市内団体実践発表

「地域の元気づくりフォーラム」

豊重哲郎氏

●問伯太地域センター ℡２３‐３３０３

「情熱の地域づくり」を

テーマに地域再生について

学ぶフォーラムを開催しま

す。地域活性化のキーワー

ドを見つけませんか。

（入場無料・要申込）
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